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本研究では数値計算手法として、Maronnier らが考案した 2 次元自由表面を扱うアルゴリズ
ムで数値シミュレーションを行った。本数値計算手法は VOF 法と同様の考え方に基づいている。
自由表面の位置については流体の体積分率を用いて計算する。しかし、VOF 法とは異なるアル
ゴリズムで数値シミュレーションが行われる。移流と拡散の現象を分離するため分離解法アルゴ
リズムが用いられる。移流現象では固定の長方形セルの構造格子及び特性曲線法が用いられる。
一方、拡散現象では固定の非構造メッシュでの有限要素法が用いられる。 
 
